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こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
解
釈
と
異
っ
た
理
解
の
方
法

も
あ
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
は
か
つ
て

木
華
黎
王
国
の
性
格
や
元
朝
の
華
南
政
策
の
特
殊

性
、
明
代
の
洪
豊
津
の
華
南
中
心
政
策
と
永
楽
帝

の
華
北
重
視
政
策
や
土
木
可
逆
の
動
揺
に
見
ら
れ

た
南
北
問
題
な
ど
断
片
的
に
南
北
問
題
に
関
心
を

持
っ
て
発
表
し
て
き
た
。
端
的
に
君
え
ぱ
、
北
ア

ジ
ア
は
軍
事
に
優
れ
経
済
に
弱
く
、
華
北
は
政
治

に
優
れ
軍
事
経
済
は
並
で
あ
る
。
華
南
は
経
済
に

強
く
軍
事
に
弱
い
。
東
南
ア
ジ
ア
は
自
然
条
件
は

恵
ま
れ
て
い
る
が
、
政
治
軍
事
に
弱
く
経
済
に
も

弱
い
。

　
こ
れ
ら
の
四
地
区
の
特
性
を
誘
え
て
、
歴
史
上

の
諸
現
象
を
例
え
ば
統
一
の
利
点
と
弱
点
、
分
裂

の
弱
点
と
利
点
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
総
合
的
に

研
究
す
れ
ば
、
更
に
分
り
易
い
歴
史
が
書
け
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

訂

正

　
本
誌
六
六
巻
第
三
号
（
一
九
八
三
年
五
月
一
回

発
行
）
所
載
の
金
田
章
裕
氏
の
論
文
（
「
唐
代
中
国

お
よ
び
律
令
期
日
本
に
お
け
る
土
地
表
示
法
」
）
の

第
五
図
（
二
五
頁
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
円
き
ま
す
。

　
二
五
頁
第
五
図
の
中
の
「
左
京
坊
内
の
坪
」
の

　
う
ち
、
上
か
ら
下
に
向
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
5

　
～
8
、
1
3
～
1
6
の
番
号
を
、
下
か
ら
上
に
向
っ

　
て
逆
に
付
す
。
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編
　
集
　
後
　
記

　
三
月
も
後
半
と
い
う
の
に
ま
だ
ま
だ
寒
い
が
臼

が
続
い
て
い
ま
す
。
本
年
の
冬
は
殊
に
厳
し
い
寒

さ
の
毎
日
で
し
た
。
こ
の
寒
さ
と
近
年
ま
れ
に
見

る
大
腿
の
為
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
ま
た
も
本
誌

の
刊
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
号
に
は
論

説
3
本
、
研
究
ノ
ー
ト
2
本
、
書
評
と
各
分
野
か

ら
盛
り
沢
山
の
内
容
を
集
め
て
掲
載
出
来
、
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
御
検
討
下
さ
い
。
さ

て
、
七
年
間
に
亘
り
編
集
委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ

た
西
山
良
平
氏
が
委
員
を
交
代
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
長
年
の
御
努
力
に
心
よ
り
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
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